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アンケート調査結果について 

１．アンケート調査の概要 

〇目的  

市民や事業所等の環境に関する意識や意見を把握し計画策定の基礎資料とするためアン

ケートを実施 

 

〇対象 

 市民   住民基本台帳から無作為抽出した計 1500名 

 児童生徒 住民基本台帳から無作為抽出した小学校 5 年生 599 名、中学校 2 年生 596 名

計 1195 名 

 事業所  NTTデータから無作為抽出した計 100事業所 

 

〇調査期間 

 ・市民、事業所 10月 1日に調査票送付   10月 20日を回答期限に設定 

 ・児童生徒   10月 19日に調査票送付   10月 31日を回答期限に設定 

 

〇回収数、回収率 

市民   回収件数 601件 （回収率 40.1％） 

 児童生徒 回収件数 353件 （回収率 29.5％） 

 事業所  回収件数  39件 （回収率 39.0％）  

 

２．回答者の属性 

〇市民 

  

 性別  

   

 

 

 

 

 年齢  

 

  

 

 

 

資料５ 

235 330 36

男性

女性

無回答

8

48 60 80 93 100 207

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳以上20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答
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 世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

        

   

〇児童生徒 

 

  

性別    

 

 

 

 

 

学年 

 

 

 

 

 

〇事業所 

 

 

 

4 6 1 3 7 5 1 6 5 1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

建設業 製造業 運輸業 卸売業 小売業

飲食店 金融保険業 医療福祉業 サービス業 その他

154 178 224 3212

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身 夫婦 親子 親・子・孫 その他 無回答

162 187 4

0 50 100 150 200 250 300 350 400

男性 女性 無回答

198 148 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学５年生 中学２年生 無回答
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３．環境への満足度、関心度 

〇市民 

 

各項目を点数化して平均値を算出し、プロットしています。 

満足＝2 点, やや満足＝1 点, どちらでもない=0 点, やや不満＝-1 点, 不満＝-2 点 

関心がある＝2 点,少し関心がある＝1 点,どちらでもない=0 点,あまり関心がない＝-1 点,関心がない＝-2 点 

 

 

前回計画策定時（H23）からの満足度の変化 

 

      すべての項目で満足度は向上しています。 
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〇児童生徒 

 

大人に比べて満足度が高く、関心度が低い傾向にある。 

 

 

 

 

永住希望 

 
（数字は件数） 

 

 

 

212

18

36

77

10

これからも住み続けたい 市内の別の場所へ移りたい

他の市町村へ移りたい わからない

無回答
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４．取り組んでいる環境配慮行動 

実施している＝3点 たまに実施している＝2点 今後実施する＝1点で評価点を算出 

〇市民 

 評価点 

ごみのポイ捨てをしない １７７７ 

ごみの分別回収に協力している １７５０ 

買い物袋を持参し、レジ袋を使わない １６７７

５ 台所から食用油や食べかすを、排水溝へ流さないようにしている １６５５ 

不要な照明等は消すようにしている １６１３ 

電気ポットの保温は切り、必要なときに沸かしている １４６０ 

エアコンのフィルター掃除をしている １４３５ 

近距離の外出では、なるべく自動車は使わず、自転車あるいは歩いている １４１５ 

省エネルギー型の家電製品を購入している １２５９ 

待機電力を削減している（不要なコンセントは抜くなど） １１７２ 

冷房の温度設定を 28度以上にしている １１４４ 

テレビや新聞で、環境に関する情報を意識して見ている １１３９ 

暖房の設定温度を 20度以下にしている １１１９ 

テレビを見る時間を減らすようにしている １１１７ 

なるべく自動車の利用は控え、バスや電車を利用している １１０７ 

家庭で花や木を育てている １１０２ 

地元や近郊で採れた農作物を購入している １０００ 

自動車に乗る時は低公害車に乗っている ９６６ 

風呂の残り湯は洗濯や打ち水などに活用している ９５７ 

環境問題について家族で話し合っている ７２７ 

 

〇児童生徒 

 評価点 

ごみの分別回収に協力している ９２２ 

買い物袋を持参し、レジ袋を使わない ９０７ 

 使っていない部屋の電気を消す ８９７ 

私の家族は、台所から食用油や食べかすを、排水溝へ流さないようにしている ８６１ 

ごみのポイ捨てをしない ８２０ 

私の家族は、風呂の残り湯を再利用するなど、節水に努めている。 ６９９ 

家庭で花や木を育てている ６６４ 

冷房の温度設定を 28度以上にしている ５８５ 

使っていない家電製品のコンセントを抜いている ５８２ 

暖房の設定温度を 20度以下にしている ５５６ 

テレビを見る時間を減らすようにしている ５５０ 

私の家族は、地元や近郊で採れた農作物を購入している ５４７ 

テレビや新聞で、環境に関する情報を意識して見ている ５３５ 

私の家族は、自動車に乗る時は低公害車に乗っている ４７８ 

環境問題について家族で話し合っている ３８１ 

家族で外出時は、なるべく自動車の利用は控え、バスや電車を利用している ３１６ 
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〇事業所 

 環境保全や環境負荷の低減に向けた取り組み  

ごみの分別回収に協力している ９４ 

事業所内のごみの減量、リサイクルの推進など ７５ 

環境に配慮した商品・サービスの製造・販売・提供 ５０ 

規制基準（排水・排ガス・騒音・悪臭など）の適合状況の監視・チェック体

制の整備 

 

４９ 

環境に配慮した商品・サービス等の使用（グリーン購入） ４６ 

事業所敷地内の緑化などの環境づくり ４５ 

地域の環境保全活動への参加・協力・支援 ４３ 

低公害車の導入や物流システムの効率化 ３８ 

取引先に対して環境に配慮した購入（調達）基準の設定 ３７ 

会社／事業所での環境負荷低減の目標等の設定 ３５ 

環境保全や環境負荷低減に関する従業員への研修 ３１ 

環境保全や環境負荷低減に関する専門的な人材の配置 ２７ 

 

省エネルギーの取組 

LEDなどの高効率照明の導入 ６２ 

高効率空調設備の導入 ２２ 

省エネ診断の受診 ２１ 

工場や事務所の建物の断熱化、複層ガラスの導入 １２ 

エネルギー効率の高い製造設備の導入 １２ 

BEMS等、エネルギーマネジメントシステムの導入 ９ 

蓄電池システムの導入 ８ 

コージェネレーションシステムの導入 ８ 

ESCO事業の導入 ６ 

太陽光発電装置の導入 ６ 
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５．児童生徒の地球環境に関する意識 

 

 
（数字は件数） 

 

 

家庭の温室効果ガス対策で取り組むべきと考えるもの 

 

 
  

87

171

30

8
49

8

とても心配している 少し心配している あまり心配していない

全く心配していない わからない 無回答

197

110

125

233

95

174

66

0 50 100 150 200 250

太陽光発電などの導入をすすめる

家の新築や建て替え時に工夫する

家電製品の買い替え時に工夫する

ひとりひとりが生活のありかたを見直す

省エネ診断などを受けてむだをなくす

地球環境問題への危機感の情報を提供

家族で地球環境問題について話し合う
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６．施策に対する評価と今後の希望 

現状の施策への満足度 

満足度は、項目を点数化して加重平均を算出して、プロットしています。 

満足＝2 点, やや満足＝1 点, どちらでもない=0 点, やや不満＝-1 点, 不満＝-2 点 

 

  上位 3項目は、市民では  

①ごみの分別収集の徹底 ②マイバッグの活用と簡易包装の推進 ③まちなみ・景観の美化 

事業者では  

①ごみの分別収集の徹底 ②生ごみ等の堆肥化システムの確立、池上曽根遺跡の保全と活性化 

  でした。 

   市民 事業所 

く

ら

し 

 

安心して快適

に暮らせるまち

づくり 

まちなみ・景観の美化 ③ ０．２５ ０．１４ 

バリアフリーのまちづくり －０．０９ －０．１１ 

自転車の利用促進 ０．１６ ０．０８ 

自動車の利用改善 －０．０１ －０.０３ 

健やかに暮ら

せるまちづくり 

大気環境の保全 ０．００ －０．０８ 

水環境の保全 ０．０８ ０．０５ 

騒音の防止対策 －０．２４ ０．０３ 

有害化学物質の削減 －０．０２ ０ 

ごみの少ない

まちづくり 

マイバッグの活用と簡易包装の推進 ② ０．７９ ０．１１ 

ごみの分別収集の徹底 ① ０．８４ ① ０．５８ 

生ごみ等の堆肥化システムの確立 ０．１８ ② ０．２２ 

リユース・リサ

イクルの推進 

リユース・リサイクルの推進 ０．２２ ０．１２ 

エコ商品のＰＲと選択 ０．１１ ０．０３ 

リサイクル資材の活用 ０．１７ ０ 

自

然

環

境 

みどりの保全と

創出 

樹木の保全 ０．１５ ０ 

みどりの名所づくり －０．０１ －０．１９ 

市・市民・事業者の連携による緑化 ０．０２ －０．１７ 

行政による緑化の誘導・支援 －０．０５ －０．２０ 

土の保全とふ

れあいの創出 

農地の保全 －０．０８ ０ 

農地の活用 －０．０８ －０．０５ 

豊かな水辺の

あるまちづくり 

生き物が集まる大津川の再生 ０．０ －０．２２ 

臨海地域の水辺の創出 －０．１２ －０．２５ 

水辺での学習・生き物調査等の取組み －０．０６ －０．１９ 

水辺の自然を豊かにする活動 －０．０５ －０．２０ 

水の循環利用

の推進 

雨水・井戸水の有効利用 －０．０４ －０．１７ 

雨水の地下浸透の促進 －０．０７ －０．１４ 
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   市民 事業所 

地

球 

環

境 

省エネ・省ＣＯ

２の推進 

ライフスタイルの改善 ０．１０ ０．０８ 

ＣＯ２排出量の少ない機器の導入推進 ０．０６ ０．０５ 

エコドライブの推進 ０．０７ ０．０３ 

クリーンエネル

ギーの活用推

進 

自然エネルギーの活用 －０．０６ －０．１１ 

エコカーの導入推進 －０．０１ －０．０６ 

エコ燃料の利用推進 －０．０９ －０．０６ 

市役所におけ

る率先的な取

組みの推進 

地球温暖化防止対策の検討 －０．０５ －０．０３ 

オゾン層破壊に係る物質の回収 －０．０８ ０．０３ 

環境モデル地区等の設定検討 －０．０５ ０．０８ 

豊

か

な

こ

こ

ろ 

人と人とがふ

れあうまちづく

り 

各種イベントの企画 ０．２３ ０．１３ 

あらゆる年代の方がともに集える場づく

り 

０．０３ ０．１５ 

自治会活動の支援 ０．１１ ０．１５ 

アドプト制度の取組み ０．０１ ０．０８ 

歴史的環境の

保全 

池上曽根遺跡の保全と活性化 ０．２４ ② ０．２２ 

歴史的な社寺、家並み等の景観保全 ０．２１ ０．１１ 

環境教育・学

習の支援、推

進 

小・中学生を対象にした環境教育・学習の取

組み 

０．０８ ０．０８ 

市民を対象にした環境教育・学習の取

組み 

０．０２ ０．０５ 

他市等との合同企画・イベントの開催 ０．０３ ０．０５ 

環境情報の提

供 

各取組みの進捗状況の公表 －０．０１ ０．０５ 

環境に関わる情報のネットワーク化と資料の

公開 

０．０１ ０．１１ 

各地域で環境に関わる行政と市民との対話

の実施 

－０．０１ ０．０８ 

情報基地（拠点）の設置 －０．０４ ０．０８ 
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施策に対して今後力を入れるべきとする意見の数 

項目の上位 3項目は、市民では  

①バリアフリーのまちづくり ②生き物が集まる大津川の再生 ③まちなみ・景観の美化  

児童生徒では  

①バリアフリーのまちづくり ②まちなみ・景観の美化、生き物が集まる大津川の再生 

でした。 

   市民 児童生徒 事業所 

く

ら

し 

 

安心して快

適に暮らせ

るまちづく

り 

まちなみ・景観の美化 ③１９６ ②２３１ １４ 

バリアフリーのまちづくり ①２４１ ①２６５ １０ 

自転車の利用促進 ９９ ９０ ４ 

自動車の利用改善 ６１ １０９ ３ 

健やかに暮

らせるまち

づくり 

大気環境の保全 １９０ 20２ ６ 

水環境の保全 １７５ ２２４ ６ 

騒音の防止対策 １７９ ２1１ ６ 

有害化学物質の削減 １６２ ２３０ ８ 

ごみの少な

いまちづく

り 

マイバッグの活用と簡易包装の推

進 

１０６ ２２４ ３ 

ごみの分別収集の徹底 １３３ ２０３ ２ 

生ごみ等の堆肥化システムの確立 １２０ １５６ ５ 

リユース・リ

サイクルの

推進 

リユース・リサイクルの推進 ９９ ２２６ ５ 

エコ商品のＰＲと選択 ７２ １２０ １ 

リサイクル資材の活用 １１４ ２０３ ５ 

自

然

環

境 

みどりの保

全と創出 

樹木の保全 １５８ １８４ １０ 

みどりの名所づくり １３４ １５７ ９ 

市・市民・事業者の連携による緑

化 

１０３ １4２ ５ 

行政による緑化の誘導・支援 １２２ １３７ ４ 

土の保全と

ふれあいの

創出 

農地の保全 ８２ １6２ ３ 

農地の活用 １０８ １７６ ３ 

豊かな水辺

のあるまち

づくり 

生き物が集まる大津川の再生 ② ２０１ ②２３１ ８ 

臨海地域の水辺の創出 １０５ １１８ ７ 

水辺での学習・生き物調査等の取

組み 

８２ １５６ ４ 

水辺の自然を豊かにする活動 １４４ ２１５ ７ 

水の循環利

用の推進 

雨水・井戸水の有効利用 １１７ １５８ ４ 

雨水の地下浸透の促進 1１8 １２６ ４ 
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   市民 児童生徒 事業所 

地

球

環

境 

省エネ・省

ＣＯ２の推

進 

ライフスタイルの改善 ７０ 10１ ４ 

ＣＯ２排出量の少ない機器の導入

推進 

1３６ ２０８ ６ 

エコドライブの推進 ７４ １２８ ２ 

クリーンエ

ネルギーの

活用推進 

自然エネルギーの活用 1４８ ２０７ ７ 

エコカーの導入推進 8８ １4２ ３ 

エコ燃料の利用推進 8６ １６０ １ 

泉大津市に

おける率先

的な取組み

の推進 

地球温暖化防止対策の検討 1５８ ２０８ ７ 

オゾン層破壊に係る物質の回収 1１６ １４３ ５ 

環境モデル地区等の設定検討 ６４ ９９ ２ 

豊

か

な

こ

こ

ろ 

人と人とが

ふれあうま

ちづくり 

各種イベントの企画 ７３ １９３ ９ 

あらゆる年代の方がともに集える

場づくり 

１０５ １６９ ８ 

自治会活動の支援 ７２ １１８ ７ 

アドプト制度の取組み 19 １３８ １ 

歴史的環境

の保全 

池上曽根遺跡の保全と活性化 ８２ １5２ ４ 

歴史的な社寺、家並み等の景観保

全 

１０１ １４４ ８ 

環境教育・

学 習 の 支

援、推進 

小・中学生を対象にした環境教育・学

習の取組み 

1３０ ２１３ ７ 

市民を対象にした環境教育・学習

の取組み 

８６ １２１ ５ 

他市等との合同企画・イベントの

開催 

5６ １４０ ４ 

環境情報の

提供 

各取組みの進捗状況の公表 6７ ８７ ２ 

環境に関わる情報のネットワーク化と

資料の公開 

5８ １２１ ４ 

各地域で環境に関わる行政と市民と

の対話の実施 

4９ ７７ ３ 

情報基地（拠点）の設置 5７ 10１ ３ 
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７．泉大津市気候非常事態宣言について 

                      

市民                    児童生徒 

 
事業所         （数字は件数） 

 

    非常事態宣言が「2050 年までに CO₂排出量実質ゼロ」「農山村を有する自治体等

との連携」「環境保全と経済活動が両立した都市構造」を目指すとしていることに

ついて、市民の考え 

470

108

15 8

全く聞いたことがない 聞いたことがある

よく知っている 回答なし

26

11

0

2
全く聞いたことがない

聞いたことがある

よく知っている

回答なし

395

156

50

22

市民として協力していく 国や自治体がすべきと思う

興味がない 回答なし

292

51

3 7

全く聞いたことがない 聞いたことがある

よく知っている 回答なし


